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酷
吋
倒
識
の
政
策
閥
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

i¥ 

第

量詮

"'-
O 

持
働
窯
の
政
策
瞳
系
に
つ

い
て

1
l
l
主
と
し
て
産
業
園
有
化
に
親
知
者
お
い
て
|
1
1

寺

尾

晃

洋

職
後
イ
ギ
リ
ス
勢
働
出
馬
が
行
っ
て
き
た
経
済
政
策
が
如
何
な
る
方
向
を
む
き
、
ま
た
如
何
た
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
を
明
か
に
す

る
た
め
に
は
、
そ
り
基
本
的
政
策
た
る
図
有
化
政
策
や
所
得
再
配
分
が
モ
の
政
策
髄
系
心
中
て
賢
際
ど
白
よ
う
な
意
味
て
採
り
あ
げ
ら

れ
亡
い
る
か
と
い
っ
た
角
度
か

b
考
え
亡
み
る
必
要
が
あ
る
。
産
業
園
右
化
を
論
ず
る
場
合
か
か
る
硯
角
を
快
い
て
そ
の
背
景
を
論
じ

た
り
、
モ
白
経
替
率
的
分
析
を
行
っ
て
も
正
し
い
把
揮
は
不
可
能
で
あ
る
。

さ
て
薗
有
化
に
つ
い
亡
み
る
と
、
コ
ー
ル
に
よ
れ
ば
初
期
の
ブ
ム
ピ

7
y
t
含
め
「
大
抵
の
世
舎
主
義
者
た
ち
は
失
業
と
い
う
疾
患

が
祉
舎
化
に
よ
る
以
一
外
に
は
ー
ー
す
な
わ
ち
、
関
家
が
産
業
を
受
け
つ
い
て
、
す
べ
て
の
第
働
能
力
あ
る
人
士
雇
慨
し
、
そ
れ
と
同
時

に
、
社
曾
化
さ
れ
た
産
業
が
生
産
す
る
こ
と
の
で
き
る

F
ベ
亡
の
も
の
に
針
し
て
需
要
が
存
在
す
る
よ
う
に
購
買
力
を
再
介
配
ナ
る
以

外
に
は
1
i
l
治
療
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。
」
つ
ま
り
枇
合
化
そ
れ
白
煙
自
足
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が

最
近
て
は
こ
む
よ
う
な
犯
援
は
7
ι

ピ
一
ノ
ン
・
ソ
l
シ
ャ

H
ズ
ム
白
中
か
ら
消
失
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
代
り
に
雇
傭
政
策



司
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は
外
陀
あ
っ
て
、
こ
れ
を
技
術
的
に
補
う
も
の
と
し
て
関
有
佑
を
考
え
る
上
う
に
な
っ
て
さ
て

h
り
、
具
瞳
的
に
は
ケ
イ

γ
ズ
的
完
全

雇
傭
白
方
策
の
補
助
機
構
と
し
て
部
分
的
園
有
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
つ
で
h
る
の
ぞ
あ
る
。
と
白
務
移
は
極
め
て
貫
要
た
意
味

「
世
曾
化
は
そ
れ
自
身
目
的
と
し
て
考
え
ら
る
ベ
舎
で
は
な
い
l
l
t目
的

を
も
っ
て
い
る
。
ヂ
セ
リ
ソ
Y

は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
h
る。

の
手
段
て
l

|
目
的
ぞ
は
な
い
。
本
質
的
左
目
的
は
上
り
よ
い
公
共

+
l
ピ
ス
ゼ
あ
担
、
よ
り
大
き
を
能
率
と
節
約
J

ー
あ
り
、
産
業
乃

室
用
役
K
雇
傭
さ
れ

τい
る
第
働
者
白
一
一
幅
祉
と
簿
殿
で
あ
る
」

L
」
。
〆
」
の
黙
は
目
。
円
宮
口
E
開

noZESHUUG
の
コ
ー
ル
に
お
い
て

す
ら
ば
っ
さ
り
と
現
れ
て
?
〈

U

の
一
て
あ
る
。
暫
く
彼
の
考
え
方
を
跡
づ
け
ず
し
み
よ
う
と
思
う
。
ケ
イ

y
ズ
の
出
現
以
来
「
大
抵
の
マ
ル

グ
ス
主
義
者
て
な
い
一
批
舎
主
義
経
済
皐
者
た
ち
が
ケ
イ
ン
ズ
全
慨
を
鵜
呑
に

L
、
そ
し
て
彼
自
最
も
熱
烈
な
使
徒
と
た
っ
た
」
の
て
あ

る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
完
全
雇
傭
は
た
ん
忙
貨
幣
及
び
投
資
市
場
に
台
け
る
操
作
ゼ
椎
持
ゼ
さ
る
こ
と
に
在
り
、
社
合
化
は
必
ず

し
も
必
要
ぞ
な
く
た
っ
た
。
祉
合
化
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
場
合
は
「
そ
の
他
の
理
由
か
b
i
l
l凋
占
的
拘
束
を
阻
止
し
、
あ
る
い
は
合

理
化
に
よ
っ
て
生
産
能
率
を
増
進
す
る
た
め
に
1
1
1あ
れ
や
こ
れ
や
の
産
業
の
社
舎
化
問
題
は
存
在
す
る
か
も
L
れ
左
い
が
、
し
か
し
、

そ
れ
は
失
業
を
治
療
ナ
る
た
め
の
も
の
で
左
か
っ
た
。
と
い
う
D
は
、
失
業
の
治
療
は
、
他
の
、
し
か
も
は
る
か
に
撹
乱
的
て
友
い
方

法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
て
き
た
か

b
て
あ
る
」
と
。
し
か
し
ロ
ー
ル
て
は
園
家
が
庚
範
在
統
制
を
行
使
す
る
と
と
た
し
に
、
か

J

イ
y
f
D
庭
方
婆
に
縫
う
だ
け
で
は
完
全
雇
傭
を
維
持
し
え
な
い
と
考
え
る
。

「
高
い
水
準
に
拾
い
て
経
済
的
均
衡
を
維
持
す
る
た
め

の
ケ
イ
y
f
的
装
置
は
、
関
家
が
あ
る
公
的
に
責
任
あ
る
機
闘
を
通
じ

τ
l
lあ
る
い
は
む
し
ろ
そ
の
よ
う
た
多
く
白
山
問
機
闘
を
遁
じ

て
-
ー
ー
生
産
袋
置
の
大
部
分
を
所
有
し
、
管
想
す
る
心
て
な
い
か
ぎ
り
、
事
責
上
作
用
し
友
い
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
論
ず
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
己
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
閣
有
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
ゼ
は
な
加

1
iそ
う
い
う
意
味
て
は
断
じ
て
在

い
。
そ
れ
は
、
他
白
部
面
が
て
は
た
く
て
、
産
業
の
「
公
的
企
業
部
面
』
が
践
、
p
の
部
面
白
調
子
を
決
め
る
に
足
る
ほ
ど
充
分
大
き
く

持
曲
集
担
政
策
組
系
に
ワ
い
て

第
七
十
王
春

y、

第

i披

王



労
働
撲
の
政
策
閥
系
に
つ
い
て

第
七
千
五
笹

J又

四

第

按

主

こ
れ
が
彼
と
ケ
イ
ン
ズ
と
の
遣
い
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
彼
は
「
社
合
主
義
経
酒
事
者
た
ち

は
全
〈
か
た
り
白
程
度
ま
で
、
ケ
イ
ン
ズ
に
依
換
す
る
と
と
が
ぞ
き
る
」

F
一
い
う
こ
止
に
よ
っ
て
イ
l
ト
ン
が
評
し
て
い
る
よ
う
に
コ

ー
ル
に
と
っ
一
て
ケ
イ

γ
ズ
の
快
献
は
全
く
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
ケ
イ
Y
3
7
y
は
祉
合
主
義
に
向
っ
て
前
借
問
し
て
い
る
乙
と

に
な
る
o

と
こ
ろ
で
ケ
イ
ン
ズ
的
救
済
策
は
大
雑
把
に
云
え
ば
次
の
四
つ
に
な
る

cω
人
民
の
消
費
力
主
棺
大
さ
せ
て
、
財
に
た
い
す

る
需
要
主
社
持
す
る
と
と
、
川
投
資
統
制
、
例
経
済
活
動
増
大
の
た
め
の
会
共
支
出
の
利
用
、
同
無
所
得
グ
ル
一

1
プ
に
と
っ
て
有
利
た

所
得
再
分
固
に
よ
る
泊
費
性
向
の
増
大
、
と
れ
ら
を
き
ら
に
大
斉
一
〈
三
つ
に
分
け
れ
ば
川
と
刷
が
消
費
増
大
、
川
と
川
が
投
資
統
制
に

在
る
。

7

4
ピ
7
ン
心
一
粧
品
開
主
義
諸
政
策
は
こ
の
ケ
イ
ン
ズ
鰭
系
の
中
へ
す
っ
か
り
持
込
ま
れ
て
い
る
。
酷
百
働
黛
の
稜
行
に
か
か
る

J
h

へ
ト
・
ウ
ザ

I

ク
レ
デ
ヴ
ト

町民

n
z
b
同
日
一
宮
耳
切
な
吋

m
R
E
F
U
-
-坦
己
に
お
け
る
J

完
全
雇
傭
政
策
の
項
に
お
い
て
は
職
後
債
擢
支
梯
・
男
女
の
別
に
基
く

な
b
た
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。
L

賃
銀
美
陵
什
一
、
減
税
、
園
民
保
険
掛
金
の
引
下
・
梢
給
金
等
を
内
容
と
す
る
所
縛
の
再
分
配
が
購
買
力
維
持

1
消
費
増
大
の
項
に
繰
入

れ
ら
れ
、
投
資
増
大
の
項
に
は
投
資
の
政
府
統
制
が
あ
げ
ら
れ
る
と
共
に
産
業
固
有
化
も
こ
の
範
鴎
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
己
う
い
っ

た
考
え
方
位
ミ
l
F
の
ロ

Z
E
r
s
t
-
M
m自
に
治
け
る
一
世
曾
主
義
の
経
済
論
的
把
り
あ
げ
方
に
遁
山
、

7
l
サ

1
・
ル
イ
ス
の
園
有
化

は
計
者
の
木
質
的
危
も
の
で
在
〈
手
段
に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
考
え
方
は
己
れ
と
同
じ
把
り
あ
げ
方
て
あ
ふ
。
波
b
k於
て
は
原
則
的
に
は

共
通
し
て
園
有
化
に
治
け
る
私
的
所
有
燦
止
な
る
祉
舎
主
義
的
要
素
は
後
退
し
、
代
り
に
計
重
経
済
|
|
完
全
雇
傭
政
策
と
い
う
形
の

ー
ー
が
前
固
に
出
、
資
本
主
義
内
の
一
統
制
機
構
と
し
て
の
部
分
的
図
有
化
と
し

τ産
業
園
有
佑
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
吾
々
は
ス
ヰ

2
一
つ
の
型
の
一
つ
と
し
て
そ
の
フ
ェ
ピ
ア
ン
・
エ
ッ
セ
イ
批
判
に
指
摘
し
た
「
漆
透
主
義
」

ー
ジ
ー
が
獅
準
主
義

(
m
E白
E
E
E
)

ー

l
自
動
的
位
曾
化
論
ー
ー
が
決
第
に
理
論
主
流
に
表
面
化
し
て
く
る
動
き
を
み
る
ζ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(1) 

。
ロ
回
目
F
F
O
B
-
E
F
6
S
E
E
-
5
8
邦
謹
四
三
頁



(8) (7) (6) (5) (4) (8) (2) 
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z
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0
U
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G
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語
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反
ケ
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o
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r
z
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F
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旨
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国
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時
呂
町
]
司
市
r
b
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E
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問

自

白

F
n
p
n
m
冨
再
r
E
Z
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志
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同
)
司

g
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邦
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一
一
一
一
一
回
大
頁

c

JH
〉
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旬
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J
H
d
r
o
p
E
2
1
2
L
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s
o旨目。

-LPロ
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目
v
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5
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出
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白
目
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E
E
-
H
M
m
z
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m
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邦
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三
七
三
四
頁
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さ

τ共
に
と
の
よ
う
在
所
謂
一
位
合
主
義
を
盛
っ
た
完
杢
雇
傭
政
策
の
原
理
的
方
向
、
募
底
に
あ
る
ケ
イ
Y

1
的
装
置
が
親
賢
に
ほ
ど

の
よ
う
に
展
開
を
み
た
か
、
ま
た
完
全
雇
傭
政
策
を
標
椋
す
る
以
上
は
戦
後
の
「
危
機
」
に
た
い

L
ど
白
ょ
う
左
数
回
却
を
も
っ
た
か
を

賢
詮
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
戦
後
の
危
機
に
封
し
持
働
黛
の
指
事
者
た
ち
の
頭

r重
き
だ
さ
れ
た
危
機
意
識
は
図
際
牧
支
の
酉
に
集

中
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
か

b
し
て
そ
心
経
済
政
策
白
一
核
心
は
毎
年
度
の
蔵
相
抽
出
算
演
設
陀
一
万
さ
れ
て
い
る
土
う
に
、
下
ル

不
足
を
克
服
す
る
た
め
の
封
米
聡
肉
増
弧
、
大
衆
白
職
入
需
要
抑
制
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
と
れ
を
遂
行
す
る
政
策
慢
系
が
ク

H
ヅ
プ
ス
白
所
謂

J

ア
イ
ス
・
イ

y
フ
レ
て
あ
っ
一
た
。
と
わ
は
消
費
需
要
を
抑
制
し
て
も
投
資
需
要
は
貯
蓄
の
範
圏
内
て
は
敢
え
て
抑
え

ず
イ
Y

7
レ
牧
東

r伴
う
安
定
恐
慌
を
回
避
し
つ
つ
遁
貸
慣
値
を
現
水
準
に
安
定
吉
吐
ょ
う
止
す
る
も
の
ぞ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

、
‘
.
、
、
、

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
イ
γ
フ
レ
の
安
定
そ
の
と
と
ぞ
は
赴
く
て
貨
は
そ
の
安
定
の
什
方
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

先
づ
最
初

r消
費
需
要
を
規
制
す
る
所
の
所
得
の
分
限
の
両
て
何
が
左
さ
れ
た
か
を
み
よ
う
。
前
て
み
た
工
う
に
資
本
主
義
の
弊
一
を

労
働
集
の
政
策
檀
請
に
ワ
い
で

第
七
十
五
巷

/丸、

五

事

韓

五



第
倒
骨
品
目
政
策
控
呆
に
ワ
い
て

第
七
十
五
容

一
八
六

第
三
日
臨

主王

四

分
配
の
面
て
治
去
し
よ
う
と
し
て
所
得
。
再
回
分
が
企
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
世
舎
保
障
及
び
補
助
金
な
る
一
位
合
的
給
付

の
形
態
と
累
進
課
税
心
形
態
と
の
こ
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
モ
れ
だ
け
と
っ
て
み
れ
ば
消
費
需
要
を
高
め
る
よ
う
に
作
用
す
る
の

ぞ
あ
る
。
毎
歳
漠
大
な
食
糧
佐
宅
モ
の
他
の
補
助
金
及
び
一
枇
曾
保
障
の
支
出
が
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
四
八
年
に
は
政
府
支
出

回
=
一
億
五
0
0
0
高
践
の
内
祉
命
保
障
費
一
0
・
六
%
を
含
む
一
一
譲
渡
給
付
一
一
ニ
・
=
一
%
、
楕
助
金
一
四
・
ニ
ガ
、
保
健
教
育
そ
の
他
て

一
ニ
ガ
計
三
一
九

dpを
占
め
て
い
る
。
し
か
る
に
ウ
ィ
l
パ
ー
に
よ
れ
ば
諸
階
殺
か
ら
直
接
税
間
接
税
の
形
て
吸
上
げ
b
れ
た
も
の
の
中

四
八
年
ゼ
は
四
五
泌
が
再
び
絞
ら
の
手
も
と
へ
世
曾
保
障
な
ど
の
貨
幣
移
特
所
得
、
食
絹
補
助
、
保
健
及
び
教
育
等
の
形
て
還
っ
て
来
、

翌
同
九
年
て
は
五

odpが
還
っ
て
い
る
が
と
く
に
勢
働
者
階
級
に
お
け
る
同
じ
数
字
は
四
九
年
て
は
前
年
八
三
だ
で
あ
っ
た
も
の
が
九

一
一
ガ
に
増
大
し
て
治
り
相
封
耐
に
は
一
醸
持
働
者
階
扱
の
こ
の
酉
か
ら
す
る
購
買
力
は
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
面
そ
れ
に
し

て
も
尚
一
0
0
%
に
淵
た
ず
九
二
%
に
留
つ
で
い
る
と
い
う
と
と
は
帥
労
働
者
階
級
が
自
分
b
の
負
婚
し
た
も
の
の
一
部
を
還
元
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
ゼ
あ
っ
て
、
ウ
ィ
l
パ
ー
も
「
散
後
の
再
臨
分
の
進
行
の
顕
著
た
形
態
は
十
流
階
級
か
ら
と
り
あ
げ
て
下

屠
階
級
に
奥
え
る
と
い
う
形
態
て
は
な
い
」
と
言
い
切
っ

τい
る
。
つ
ま
り
と
の
同
か
ら
ナ
る
階
級
を
越
え
作
所
得
の
再
配
分
は
行
わ

れ
て
治
ら
た
い
と
一
同
う
べ
き
ゼ
あ
る
。

女
に
所
得
の
再
配
分
は
更
K
所
得
税
と
不
動
産
相
槙
税
の
目
指
準
率
強
化
士
通
じ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
が
、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
吐
恥
に
よ
っ

て
所
得
階
層
別
に
戟
前
三
八
1
三
九
年
の
課
税
率
と
職
後
四
八

l
四
九
年
の
そ
れ
を
封
照
さ
せ
て
み
る
と
、
課
税
後
二
五

O
l五
0
0

出
肪
の
所
得
屠
ゼ
三
・
九
百
舟
か
b
七

dpと
徴
増
を
示
し
て
い
る
に
封
し
一
、

ooo--一
、
0
0
0
砂
層
ぞ
は
一
九
・
一
，
%
か
ら
ゴ
二
・

四
、
0
0
0
六
、
0
0
0
跨
居
て
三
九
・
四

μか
ら
八
0
・
八
必
へ
、
六
、
0
0
0
務
以
上
の
所
得
居
て
は
五

三
%
へ
と
瀬
培
、

八
・
六
%
か

b
九
四
・
八
V
P
〈
と
念
角
度
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
課
税
後
平
均
所
得
は
二
五

O

五
O
O跨
の
所
得
居
て
一
一
一
-
一
一



一
務
よ
り
二
一
凶

O
務
へ
、

一、

0
0
0
l二、

0
0
0皆
脂
て
は
一
、
三
六
パ
勝
よ

U
一
、
三
一
七
八
磁
へ
と
微
増
、
同
、

0
0
0
1六、

0
0
0鶴
居
て
は
凹
、
八
三
六
務
よ
り
四
、
三
一
六

O
鋭
、
六
、

0
0
0模
以
上
の
居
て
は
九
、
四
八
二
模
工
り
七
、
五
五
八
時
間
に
減
少

し

τ
b
p、
か
く
し
て
所
得
面
ゼ
の
懸
隔
が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
貼
は
事
買
で
あ
る
と
し
て
も
決
し
て
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
も
個
人
所
得
に
封
す
る
租
税
負
婚
の
割
合
は
戦
前
三
八
年
目
一
九
J%に
勤
し
四
九
年
ぞ
は
二
七
%
に
及
び
、
こ
り
二
つ
白
年
ぞ
は

直
接
税
に
お
い

τは
四
ゴ
一
九
形
、
間
接
税
は
一
一
五
五
ガ
(
補
助
金
差
引
)
増
大
し
、
こ
の
内
利
一
ナ
及
び
利
潤
へ
の
所
得
税
及
び
同
附
加

稔
と
利
得
税
及
び
超
過
利
得
税
の
合
計
は
四
八
年
て
肢
前
c
=
一
八
五
形
、
四
九
年
て
は
四
三
七
形
で
あ
る
に
封
し
、
賃
銀
俸
給
へ
の
所

得
税
及
び
同
附
加
稔
は
四
八
年
四
八
五
V
P
3

四
九
年
て
五
-
七
d
p
へ
と
最
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
課
税
前
個
人
所
得

は
ご

O
八
%
、
賃
銀
俸
給
て
も
一
一
一
一
一
%
に
増
加
し
た
に
過
ぎ
ず
和
税
に
よ
っ
て
消
費
力
は
著
し
く
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
所
得
む
再
分
配
は
無
毅
県
乃
至
極
め
て
微
温
的
で
あ
る
か
ら
、
務
働
階
級
の
消
費
需
要
の
大
い
さ
は
結
局
は
賃
銀
水
準
に

依
存
す
る
と
一
去
っ
て
も
と
の
場
合
遁
言
て
は
た
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
四
八
年
一
一
月
白
書
七
一
一
一
一
一
一
銃
て
賃
銀
釘
付
、
附
宵
働
強

化
を
要
求
し
そ
白
結
果
週
賃
銀
率
指
数
は
四
七
年
六
月
を
一

C
C
と
し
て
四
八
年
一
月
の
一

O
四
か
ら
四
九
年
一
一
一
月
の
一

O
九
と
ご

ナ
年
て
僅
か
豆
d
p
の
上
昇
に
過
さ
ず
質
質
賃
銀
李
に
わ
い
て
応
四
必
の
下
落
す
ら
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か

b
し
て
祉
舎
的

珠
算
が
四
七
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
一
九
ガ
も
増
大
し
た
に
拘
b
ず
総
園
民
支
出
中
心
個
人
消
費
白
割
合
は
敵
前
=
一
八
年
の
七
回
・

二
%
か
ら
戟
後
は
減
退
し
四
七
年
六
九
・
四
必
、
凹
八
年
七

0
・
六
必
か
ら
四
九
年
に
は
六
八
・
九
M

戸
、
五

O
年
陀
は
六
八
・
七
ガ
と

著
し
く
減
退
し
て
W
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
む
よ
う
な
消
費
需
要
を
抑
座
し
耐
乏
経
済
を
押
し
つ
け
つ
つ
強
化
さ
れ
た
徴
税
に
よ
っ

亡
第
二
の
危
機
が
叫
ば
れ
た
四
九
年
に
於
て
一
二
億
一
八

O
O
高
磁
の
財
政
黒
字
を
資
し
た
の
ぞ
あ
っ
た
。
か
く
て
勢
働
市
議
政
府
は
闘
氏

生
活
白
窮
乏
を
土
蓋
に
し
て
資
本
の
再
建
と
利
詞
の
確
保
む
た
め
に
立
働
い
た
。
し
か
も
か
の
吐
品
目
保
障
や
租
税
に
よ
る
所
得
平
準
化

労
働
築
山
政
策
艦
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
巷

一
八
七

JI' 

披

ヨ主
五



間
貯
働
認
の
政
策
慌
系
に
つ
い
て

第
七
十
王
巻

ノ、
ノ1

第

鵠

五
六

政
策
は
結
果
的
に
み
て
明
か
な
よ
う
に
と
り
努
働
者
搾
取
に
封
す
る
煙
幕
た
る
以
上
り
何
物
で
も
た
か
っ
'
た
の
で
あ
り
、
己
の
搾
取
D

強
化
は
消
費
需
要
に
強
カ
な
足
柳
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
又
低
コ
ス
ト
白
保
件
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
の

川

ω山『門骨凶宮ロ
ω呉苦内可同
q吋伽符
W
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E
困F同

ω
同
-
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】
巨
ロ
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喧
】
昂
何
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司
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邑
同
伺
自
芦
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h陪w
白

EE押吾民
z胃の日F凶♂也旨旨
c品悶、-巴由

g

凶

ω同

】

伺

U
g
E目
牢F、
H
目-同苫③
P》
巴
臼
戸• 

川

ω何出
E巴回
5

同

ω刷冨
。
自
悶
葺
苦
]f吋己巴即
f阿宮g主押:。
ι同出宮呼互p旦皇A
広苦H皇巴

5.

冨
MHM町内
q
L
F
r。
E
D
P
N
n
E
よ
り

川

明

阿

H
E
R
-
Z巳
HOEw
叩

E
E
H
E
]
凶「
O
E
切

S
F
E
d
-
-
H
M
E
E
H
E
P司
出
注
目
呉
2
。
H
U
A
E
S
E
-
E自
由
何
陪
同
品
目

E
Z
3
H宏
∞

E
H由
臼
及
び
前

出
J
r
J
『

Ed句
作
円
の
論
文
よ

D。

さ
亡
衣
に
と
う
し
た
勢
働
者
陪
級
の
犠
松
に
お
い
て
何
が
友
さ
れ
た
か
の
も
う
一
つ
の
一
側
面
を
み
よ
う
。
女
の
数
字
は
最
も
明
白
に

努
力
が
ど
の
方
向
に
指
向
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。

h
ま
一
九
四
六
|
四
九
年
関
民
所
得
白
書
の
企
業
白
綜
合
事
業
勘
定
に
あ

け
る
賃
銀
俸
給

ι利
潤
の
増
加
心
割
合
主
戦
前
と
比
較
し
て
み
る
と
賃
銀
俸
給
は
三
八
年
を
一

O
Oと
す
る
と
四
九
年
て
は
一
一
-
一
九
で

あ
る
に
封
し
品
聞
社
心
事
業
利
潤
と
会
企
業
の
剰
徐
金
白
合
計
は
三

O
Z
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
品
聞
社
所
得
充
営
勘
定
に
お
け
る
間
営
及

び
利
子
の
推
移
と
曾
一
世
及
び
公
企
業
白
租
税
準
備
プ
ラ
ス
品
聞
社
及
び
公
企
業
の
自
由
準
備
金
積
立
額
白
推
移
を
み
る
と
、
一
二
八
年
を
一

0
0と
し
て
四
九
年
て
は
前
者
が
一
四
三
で
あ
る
に
封
し
後
者
は
四
七
八
と
極
め
て
願
著
な
躍
進
を
み
せ
て
い
る
ば
か
り
で
在
く
、
後

者
は
前
者
白
一
・
六
倍
に
も
蓬
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
持
働
黛
政
権
の
治
下
に
安
本
の
袈
展
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
た
め
に
は
務
働
紫
は
危
機
の
年
四
九
年
の
大
増
税
の
さ
な
か
に
機
械
工
場
施
設
に
つ
い
て
心
一
初
年
度
減

債
償
却
認
容
率
引
よ
げ
、
ビ
ー
ル
消
費
税
む
軽
減
在
ど
の
減
税
士
資
本
の
た
め
に
行
い
一
ゅ
な
が
ら
、
他
方
租
税
に
よ
っ
て
牧
奪
さ
れ
た
財



政
牧
支
の
酬
黒
字
は
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
特
別
勘
定
白
磁
流
用
と
共
に
短
期
債
の
債
務
償
還
に
あ
て
ら
れ
た
。
即
ち
一
九

R
O年
四
月
ま
ぞ

の
解
除
承
認
額
七
億
八
七

O
O
高
仰
の
殆
ど
全
部
七
億
八
同

O
O高
弗
が
債
務
償
還
に
あ
で
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
組

合
銀
行
の
圃
庫
預
金

2
3
2
4
Z
3
2
C
は
四
九
年
七
月
よ
り
そ
白
釣
象
と
た
り
念
激
に
減
少
し
た
。

こ
の
結
果
市
中
銀
行
の
手

げ
ト
園
帰
か
ら
巨
額
の
資
金
が
流
入
を
み
延
び
悩
む
民
間
貯
蓄
を
も
っ
て
調
達
し
え
な
い
都
八
?
を
賄
つ
汗
の
で
あ
る
。
こ
の
財
政
資
金
の

流
入
金
て
と
と
し
て
銀
行
の
投
査
は
四
九
年
六
月
に
治
い
て
四
八
年
の
月
平
均
工
り
二
、
一
-
一

0
0高
跨
も
高
〈
五
億
二

O
O
再
磁
を
算

し
た
が
己
れ
か
ら
一
一
月
ま
で
に
一
、
五

O
O
高
穫
が
ι

増
大
し
た
。
主
た
低
金
利
政
策
を
パ
ッ
ク
と
し
て
銀
行
貸
出
も
四
九
年
六
月
に

は
前
年
の
月
千
均
よ
り
一
億
二
九

O
O
高
磁
も
多
く
同
年
九
月
か
ら
五
O
年
へ
と
念
培
を
み
、
こ
の
銀
行
貸
出
増
大
に
よ
る
引
出
増
加

を
反
映
し
で
英
商
銀
行
銀
行
部
預
金
の

出
回
目
押

O
E
勘
定
は
四
八
年
平
均
の
三
億
四
六

O
高
時
間
か
ら
四
九
年
春
以
降
て
は
二
億
九

0
0

O
高
磁
前
後
に
下
っ
て
い
あ
白
で
あ
る
。
い
ま
と
の
銀
行
貸
出
の
部
門
別
増
減
を
四
九
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で
の
聞
を
と
っ
て
み
る
と
、

減
少
せ
る
部
門
は
右
茨
業
、
採
石
業
、
機
械
工
業
、
綿
羊
毛
以
外
の
織
物
工
業
、
皮
革
ゴ
ム
工
業
、
食
糧
品
飲
料
煙
草
工
業
、
運
輸
遁

信
業
、
田
清
談
、
遇
措
業
中
止
ど
ぞ
あ
る
に
射
し
増
加
せ
る
部
門
は
農
漁
業
、
化
摩
工
業
、
餓
鋼
業
、
非
餓
金
属
工
業
、
綿
織
物
毛
織
物

工
業
、
建
築
業
同
材
料
工
業
、
会
盆
事
業
、
小
賢
業
で
あ
っ
た
。
己
の
後
の
一
群
の
震
款
は
轍
出
乃
至
軍
需
部
円
で
あ
っ
て
宜
口
々
は
己

こ
か
ら
勢
働
黛
経
済
政
策
の
主
要
方
向
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
軍
事
費
は
四
九
主

0
年
度
て
七
億
六

0
0
0高
磁
て
前

年
度
よ
り
七
O
O高
藤
の
増
大
を
み

τ
b
p縮
政
府
支
出
白
一
一
一
=
%
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
爾
来
大
幅
に
上
昇
、
主
一
年

に
は
一
間
億
九

0
0
0再
確
で
珠
算
綿
額
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
経
済
の
軍
事
化
は
念
速
度
に
讃
大
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
軍

需
生
産
の
面
に
は
っ
き
り
と
現
れ
次
表
の
よ
う
に
航
空
機
は
じ
め
兵
器
部
門
の
生
産
は
製
造
工
業
及
び
金
属
機
械
遣
結
部
門
の
中
に
抜

き
ん
ゼ
て

hdp、
軍
需
基
礎
部
門
た
る
金
属
機
被
遁
舶
各
部
門
に
し
て
も
製
造
工
業
一
般
よ
り
常
に
高
水
準
に
あ
り
、
己
れ
を
反
映
し

同
刀
働
集
の
政
策
閣
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
春

i¥ 
j， 

第
三
鵠

五
壬ゴ



野
働
誕
の
政
策
儲
系
に
つ
い
て

金属使用工業軍需部門の生産指数

(1946年一 100)

金属 掛 金 属 使 用 工
棋譜崎業軍信部門

1946 100 100 1.00 

1947 107 JJO 114 

1948 116 119 127 

1949 124 129 149 

1950 135 136 175 

(判所:Monthly D刷及び Economic)
Snrvey fur 19.r5l 1て刀

製造工業

事
士
十
五
巻

:fL 
O 

五
j又

第

量古

て
利
潤
も
四
八
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の
増
減
を
み
る
と
林
業
、
漁
業
、
化
皐
工
業
、
そ
の

他
金
属
工
業
及
び
食
料
品
・
飲
料
・
煙
草
・
木
製
品
工
業
、
製
紙
・
印
刷
業
、
ガ
ス
・
電
気
・

水
道
・
蓮
職
・
通
信
裁
に
お
い
て
減
少
し
て
い
る
の
に
劉
し
金
扇
工
業
、
機
械
・
遇
舶
・
電
気

器
具
工
業
、
間
動
車
エ
業
、
織
物
業
、
建
築
業
に
沿
い
て
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

加
う
る
に
か
か
る
軍
事
経
済
過
紅
に
お
い
て
乙
れ
ら
銀
行
を
遁
ず
る
投
融
資
の
外
に
財
政
支

出
も
掛
有
力
た
要
因
で
あ
っ
た
。
四
九
年
の
圏
内
総
資
木
形
成
の
ご
=
一
%
は
公
共
機
関
心
直
接

の
節
約
額
で
あ
っ
て
五
億
七
三

O
O高
砂
に
の
ぼ
っ
た
。
産
業
園
有
化
も
己
の
軍
事
化
の
一
還

と
し
て
把
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
諸
公
共
事
業
国
有
化
産
業
の
ル
l
ト
を
遁
じ
て
官
接

的
に
園
庫
か
ら
こ
れ
ら
の
金
が
ぱ
ら
撒
か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
園
有
右
茨
業
へ
は
毎
歳

鋼
業
ぞ
は
園
庫
に
パ
ッ
ク
・

7

ッ
プ
さ
れ
て
公
祉
を
通
じ
外
部
か

b
借
入
金
と
社
債
で
第
二
女
五
ヶ
年
計
霊
資
金
三
億
践
の
一
年
分
に

園
庫
か
ら
三
四

0
0高
楼
程
度
の
蓮
轄
資
金
供
興
が
左
さ
れ
て
み
点
り
、
園
有
化
さ
れ
て
い
た
鎖

営
る
六
、

O
五
=
一
高
砂
徐
テ
公
献
設
一
比
七
ヶ
月
後
の
豆
一
年
九
月
に
於
て
得
て
い
る
が
こ
心
中
六
割
は
政
府
金
融
機
関
た
る
工
業
金
融

公
枇

(Epvロ
2
。
。
弓
。
E
C。ロ『。吋

H
P
P
E
q
)
か
ら
一
の
融
資
ゼ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
た
政
府
投
資
を
中
軸
と
す
る
施
設
の
近
代
化
を

以
つ
ず
一
一
品
川
V

生
産
と
安
い
債
格
を
逼
じ
て
英
園
濁
占
資
本
再
建
の
基
礎
た
ら
し
め
る
よ
う
に
園
有
化
は
計
書
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
己
己

か
b
し
て
と
の
安
川
ド
債
格
と
い
う
己
と
も
一
つ
に
資
本
コ
ス
ト
の
引
下
げ
と
い
う
黙
に
の
み
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
電
気
閣
有
侶

の
結
果
は
一
般
大
衆
に
は
単
位
営
り
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
高
い
電
気
心
供
給
b
A
意
味
し
家
庭
用
商
業
用
の
犠
牲
て
宜
伸
業
に
安
H
電
気

を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
電
気
料
金
値
上
の
行
わ
れ
た
五
一

l
三
年
て
は
産
業
用
の
消
費
電
力
は
二
五
戸
百
高
車
位
て
約
一

O
五



五
百
高
践
で
あ
っ
た
に
封
し
家
庭
農
業
商
業
用
は
一
二
二
五
百
高
車
位
に
し
か
た
ら
ぬ
の
に
約
一
四
一
一
一
百
高
磁
を
支
耕
わ
さ
れ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
農
業
用
は
三
百
高
車
位
多
く
使
っ
て
三
七
五
百
高
務
も
歩
〈
支
却
っ
て
い
る
の
て
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
約
五

O
百
高

践
の
貯
需
を
産
業
用
使
用
者
に
粛
し
た
と
い
わ
れ
る
。
モ
乙
て
か
か
る
園
有
化
は
調
占
資
本
が
己
う
い
づ
た
園
家
投
資
を
う
け
い
れ
人

民
の
限
を
傑
臨
し
う
る
限
度
て
、
園
有
化
の
中
ぞ
資
本
支
配
む
か
た
ち
を
砧
控
え
れ
ば
こ
と
足
り
る
如
〈
に
組
立
て
ら
れ
て
い
円
る
。
ス
ヰ

ー
ジ

I
D
引
周
し
た
数
字
て
は
公
俸
は
全
雇
傭
静
働
者
数

P
七
分
白
一
、
私
営
は
七
分
の
六
て
公
皆
は
量
的
に
も
多
く
な
く
、
ま
決
私
皆

に
は
ソ
ず
ィ
』
ト
に
お
け
る
ネ
ブ
プ
て
は
単
純
商
品
生
産
が
支
配
的
で
あ
っ
た
に
釘
し
こ
こ
で
は
底
倒
的
に
資
本
主
義
的
て
あ
る
。
圏

有
鋳
鋼
業
白
場
合
銭
鋼
公
社
(
門
H
B
b
印
百
O

円
。
耳
目
v

日
住
吉
)
は
彩
し
い
中
小
銭
鋼
資
本
を
除
外
し
た
撚
鎖
か
ら
完
成
製
品
迄
の
総

て
白
鶴
占
企
業
を
傘
下
に
牧
め
、
杢
鎖
銅
及
び
同
製
品
白
九
六
乃
至
九
七
d
p
白
生
産
高
を
支
配
す
る
謂
わ
ば
巨
大
濁
占
資
本
白
ト
ラ
ス

ト
な
る
観
を
主
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
銭
銅
公
祉
は
単
に
持
株
曾
枇
に
す
ぎ
ず
経
潜
函
て
は
依
然
佃
A

の
銭
銅
曾
一
世
が
私
営
の
場
合

同

山

コ

ン

ペ

リ

d

セ
イ
シ
ヨ
ン

と
殆
ど
援
ら
な
い
主
擢
を
保
持
し
亡
い
た
の
て
あ
る
。
モ
し
て
苦
い
附
有
者
達
は
楕
償
に
よ
っ
て
危
険
は
図
家
に
、
利
盆
は
自
分

に
と
い
う
最
も
有
利
で
安
定
し
た
利
潤
を
え
亡
い
る
。
柿
償
の
評
慣
方
法
は
一
、
純
噛
他
殺
牧
入
の
計
算
、
一
一
、
株
式
取
引
所
相
場
に
よ

っ
た
の
で
あ
白
、
石
炭
業
は
前
者
、
銭
鋼
運
職
電
策
ガ
ス
は
後
者
に
よ
っ
た
。
銭
鋼
業
の
場
合
蓄
株
式
祉
債
の
所
有
者
は
五
一
年
営
時

株
債
下
落
の
折
柄
割
の
よ
い
一
九
四
八
年
或
は
一
九
凹
五
年
平
均
株
債
ど
評
債
さ
れ
た
三

O
年
三
分
五
厘
の
銭
銅
詮
雰
(
同
吋

E
b
g
g戸

田
宮
《
υど
と
い
う
確
定
利
付
保
設
々
券
白
交
付
を
み
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
モ
の
所
得
心
か
た
ち
が
配
営
か
ら
利
子
に
襲
っ
た
だ
け
で

あ
る
。
乙
の
j

ル
ジ
ョ

7
的
国
有
は
完
全
補
償
が
結
び
目
と
な
っ
亡
い
る
と
こ
ろ
の
資
本
主
義
的
搾
取
闘
係
の
一
鍵
化
形
態
に
す
ぎ
な

い
。
イ
ー
ト
ン
が
戦
後
白
岡
有
化
を
許
し
て
い
る
よ
う
に
そ
れ
は
安
債
な
供
給
、
沓
式
設
備
白
再
装
備
白
た
め
の
闘
家
投
資
と
園
有
化

防

に
結
集
し
た
政
治
的
に
め
ざ
め
た
大
衆
む
要
求
主
傑
陥
ナ
る
た
め
以
外
D
何
物
て
も
な
い
の
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
園
有
化
は
一
時
的
モ

拙
百
働
裁
の
政
策
睦
系
に
づ
い
て

第
七
十
主
審

九

第
三
披

五
7L 



勢
働
篤
の
政
策
世
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

九

第一一一蹴

ノ、
O 

こし
りて

上部
う分
た的
図た
有ら
化 2
震る

業"'
D え
下た
てい
はが
『止、
合園
的家
構に
成闘
なず
しペミ る
し 中
岡立

民主

塁青
島署
級定
的

め
芹
百四 に

器官

民^
持議
ら を
警警股
り 惑
はし
な績
いけ
0) て
てい
あ る

弘〉2
生あ
震る
は。

既
に
一
位
曾
化
さ
れ
て
ゐ
り
、
占
有
の
一
位
曾
化
こ
そ
真
賓
の
祉
曾
主
義
白
任
務
な
白
で
あ
り
。
し
か
も
躍
な
る
園
有
山
形
を
と
る
だ
け
で

な
く
そ
れ
に
よ
っ
て
階
級
的
搾
取
関
係
は
根
本
的
に
排
除
さ
れ
て
こ
モ
紅
脅
主
義
と
云
円
う
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

園
有
化
は
何
b
利
潤
動
機
肥
手
を
つ
け
る
も
の
て
在
く
資
本
制
生
産
関
係
を
温
存
す
る
が
故
に
圏
家
資
本
主
義
の
一
形
態
と
考
え
ね
ば

な
ら
左
い
で
あ
ろ
う
。
新
フ
マ
一
世
」

7

y
論
集
て
グ
ロ
ス
プ
ン
ド
が
こ
の
工
う
な
現
賀
に
担
割
し
℃
そ
り
言
葉
の
本
営
白
響
を
策
に
し
な
が

(
園
家
統
制
主
義
)
と
命
名
し
た
の
は
決
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
み
な
か
っ
た
。

b
E
L
H
t
E
 

側同倒防側側 (1功。リ{叫(日 (8)(7) 

同

P
E
E
-
Fり
O
B
O
E白

F
宮山

E
H
Z
F
巴
古
l
古

誼
犀
省
調
査
課
「
見
返
資
金
の
運
用
朕
記
」
=
一
二
頁
。

》向。国内げ守口町一
m
m
a
丸
田
区
5
C
E唱

H
E
V
H
C
U
H

各
年
度
財
政
説
明
書
に
よ
る
。

見
hwE03旦
H
P
B言
。
自
仏
国

M4白血
E
B
H
E
o
i白
日

目
z
o自
H
F旨
自
め

E
b
目
4
6
p
b
H
E
F
H
U山
田

1
6・

出

]

【

羽

市

4

同
町
匂
R
F
H
h
u間
同

同
・
同

R
O】

円
、

Z
民

HOE-ぃ

Z
E
E
-
E
円
ド
宮
口
円

Z
E聖
子
お
1

z

a

司
・
由
主
語
NFFVOS]古
田

L
2
P
M
M・
AH4・
邦
需
主
七
八
頁
。

切
自
開
『
言
問
祖
国
ロ
F
F
E
E
E口
問
古
川
凶

Z
P
Z自
己
E
E
P
H
P
S
2
4
2

H
E
r
s回
、
阿
川
町
。

z
c
E
ω
O同
同
日
比

E
邑
MNon-H2仏
国

ω守
V
H
C出
回

目

勺

包

・

】
回
目
阿
∞

'
n
d
図
。
旬
。
込
円
C
U
N



倒帥仰)

』

巨

p
p
Q
g
m
o
p
p
-ロ
ロ
パ
同
日
ロ
仏
印

x
o
r
E
F
p
t
o
E
旨
S
H
F一一吋

]E-v
・H
G
O
H

グ
ア
バ
が
、
帝
問
主
義
の
経
沸
と
政
拍
の
基
本
的
諸
問
題
、
邦
課
下
巻
2
1

九
二
頁
。

出

2
E
E
E
出ω
臣
官

-g凶
邦
謀
、
世
骨
改
革
の
新
構
想
士
五
頁
。

こ
の
よ
う
に
務
働
集
の
政
策
方
向
は
軍
事
化
を
遁
じ
て
溺
占
資
本
の
再
建
と
設
展
を
成
し
就
げ
、
モ
白
重
荷
が
す
べ
て
勢
働
者
大
衆

の
屑
に
か
か
ワ
て
く
る
と
い
う
極
め
て
反
動
的
な
み
向
に
向
け

b
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
己
に
お
い
て
産
業
閣
有
化
白
果
し
た

役
制
と
伎
呆
は
明
確
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
所
て
あ
る
。
こ
己
か
ら
し
て
そ
の
図
有
化
が
一
世
舎
主
義
と
し
て
既
に
退
化
し
た
も
む
て

あ
る
の
み
な
b
ず
、
又
か
か
る
漸
進
主
義
的
図
有
佑
構
想
モ
れ
白
憾
と
し
て
も
後
退
し
停
滞
を
示
し
て
来
て
い
る
所
以
が
理
解
で
き
る

て
は
こ
れ
以
上
の
園
有
化
推
進
を
止
め
、
鎖
鋼
及
び
陸
涯
の
固
有
解
除

一
九
五
一
年
に
は
労
働
者
階
同
艇
の
黛
と
し
て
白
方
向
感

の
で
あ
る
。
最
近
白
出
馬
綱
領
の
宮
-
g
m
o
Z
出
口

E
P

円
由
日

ω

を
徐
儀
な
か
う
し
め
た
よ
う
な
事
態
を
賢
し
、
祉
曾
保
障
は
毎
歳
削
減
を
み
、

国
国
す
ら
喪
う
に
至
b
訟
に
政
楼
か

b
退
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
白
て
あ
る
。
更
に
固
有
産
業
の
経
済
的
成
果
を
み
て
も
例
え
ば
石
炭

て
は
先
細
り
の
投
資
に
止
っ
て
五
一
年
て
す
ら
戦
前
三
八
年
白
九
三
%
白
出
炭
量
に
と
ど
ま
り
企
業
経
営
も
今
だ
に
赤
字
を
積
け
鎖
銅

と
共
に
金
生
産
の
随
路
を
形
成
し
て
い
る
叫
而
し
て
こ
う
し
た
政
策
方
向
の
結
某
は
盆
主
危
機
を
深
化
さ
企
図
民
生
活
水
準
は
前
述
白

如
く
久
し
く
戦
前
以
下
に
押
下
げ
b
れ
、
こ
れ
を
反
映
し
た
消
費
財
の
慢
性
恐
慌
が
准
行
し
、
綿
糸
生
産
は
鞍
前
士
下
廻
凡
、
織
物
被

服
皮
革
は
五
二
年
に
は
迭
に
四
六
年
水
準
を
下
廻
る
に
至
り
、
綿
紡
機
運
騨
錘
数
稼
動
率
は
三
七
年
。
八
九
%
に
比
し
五

O
年
て
す
ら

八
・
ニ
ガ
と
い
う
如
く
恒
常
的
な
資
本
過
剰
を
結
回
附
し
て
い
る
。
反
国
軍
事
政
策
白
途
行
は
針
米
借
款
・
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
・

M
S

A
を
介
し
て
鉛
米
輸
入
白
著
槍
を
惹
起
し
四
七
、
四
九
、
五
一
年
む
各
年
に
五
り
磁
危
機
と
し
て
銘
呈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
勢
働

窯
的
な
考
え
方
の
蹄
結
を
示
す
も
の
，
て
あ
る
。

労
働
棋
の
政
策
櫨
系
に
ワ
い
て

事
七
十
五
各

プL

第

揖



持
働
撲
の
政
策
幽
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

ブし
四

第

坦君

伺~~ ~事鈎

。冨凸鱈
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ZF 5 、

F E E罪
弁明p.車哩
P 込 β 百時
EEh 亘月

E ZT 
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c-Eヰ
z邑了
目出八

首詰月
，合
♂併
宮量主
~ 

C 
日止。

小
稿
の
初
に
趨
ベ
た
フ
ェ
ピ

7
y
の
理
論
内
容
の
境
佑
は
こ
の
よ
う
た
現
質
的
展
開
を
ま
っ
て
初
め
て
正
し
く
理
解
て
き
る
の
で
あ

る
が
、
努
働
窯
の
政
策
崎
系
か
ら
の
枇
合
主
義
の
か
か
る
股
蒋
の
理
由
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
。
ス
ヰ

1
3
1
は
職
後
イ
ギ
リ
ス
に

金
げ
る
数
年
を
一
世
合
主
義
て
た
く
資
本
主
義
と
断
定
し
、

「
紅
合
主
義
」
の
こ
れ
以
土
の
諸
階
程
を
期
待
し
得
る
か
ど
う
か
と
設
問
し

モ
れ
を
否
定
し
乍
ら
一
世
曾
化
の
方
策
に
射
す
る
障
碍
を
こ
っ
翠
げ
て
い
る
。

一
つ
は
閣
内
的
要
因
て
「
悉
く
何
等
か
の
形
て
イ
ギ
リ
ス

費
本
主
義
の
偉
大
な
る
力
、
経
験
沿
よ
び
努
力
と
関
連
し
て
」

b
u、
他
は
闘
際
的
要
因
ゼ
「
現
在
イ
ギ
リ
ス
が
経
済
的
に
合
衆
閣
に

極
端
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
起
る
」
と
た
し
て
い
る
が
、
己
の
鮪
は
更
に
立
入
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

言
う
迄
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
濁
占
資
本
白
抗
い
聞
に
亙
る
基
礎
て
あ
っ
た
帝
図
主
義
支
田
健
削
は
7
メ
リ
カ
白
濡
々
た
る
侵
入
と
植
民

地
解
放
戦
宰
及
び
執
筆
遂
行
白
た
め
の
海
外
資
産
費
却
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
勤
栴
し
た
。
敢
前
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
生
産
は
次
の
工

〉
っ
た
寄
生
血
構
遣
を
儲
介
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

ωイ
ギ
H
ス
本
閣
か
ら
F
ル
閤
へ
の
支
梯
超
過
は

ω海
外
ポ
ン
ド
地
域
の

F
ル

同
仰
と
の
問
ゼ
生
じ
た
イ
ギ
F
ス
木
闘
の
海
外
ポ

Y
F
地
域
へ
の
債
務
は
イ
ギ
リ
ス
木
閣
の

海
外
ポ
ン
ド
地
域
に
謝
す
る
受
取
超
過
陀
主
り
相
殺
吉
れ
て
い
た
。
と
の
相
闘
々
係
は
帝
国
主
義
支
配
の
弱
糟
片
山
を
導
い
た
諸
要
因
に

圏
か

b
の
受
取
超
過
に
よ
り
カ
パ

1
き
れ



よ
フ
て
分
断
さ
れ
己
の
畑
町
制
的
危
機
が
F
ル
不
足
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
る
。
と
こ
ろ
で
イ
ギ
リ
ス
濁
占
資
本
の
戟
後
一

賞
し
た
努
力
は
と
り
危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
帝
闘
主
義
経
済
白
基
礎
を
一
元
へ
戻
す
方
向
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。

E

D
た
め
四
六
年
に
は

T

V

な
ど
に
お
け
る
解
放
戦
弔
銀
座
の
た
め
三
低
七
五

0
0高
砂
に
の
ぼ
る
封
外
軍
事
支
出
が
出
さ
れ
、
己
こ
か
ら
同
年
に
は
こ
の

軍
事
支
出
が
た
け
れ
ば
首
然
な
か
っ
た
と
己
ろ
の
三
億
四
八

O
O高
磁
の
闘
際
収
支
の
赤
字
を
出
し
た
む
で
あ
り
、
己
れ
を
埋
合
古
分

断
さ
れ
た
帝
園
主
義
開
制
の
環
を
爾
縫
ナ
る
矯
に
ア
メ
リ
カ
の
援
助
が
導
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
己
の
己
と
は
危

機

2
具
因
を
解
消
せ
ぬ
佐
に
イ
ギ
リ
ス
白
経
済
や
貿
易
を
ア
メ

H
カ
に
伶
島
さ
せ
、

F
ル
轍
出
増
強
の
全
努
カ
は
惚
制
的
に
こ
の
償
問
圏

閥
係
を
深
佑
き
世
た
の
で
あ
る
。
常
に
帝
圏
主
義
者
D
b
己
ぼ
れ
を
伴
食
し
て
き
た
他
国
働
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
濁
占
資
本
の
帝
闘
主
義

政
策
に
追
随
し
て
帝
圏
主
義
経
済
を
建

τ直
す
こ
と
は
彼

b
の
中
心
的
た
政
策
と
友
る
。
前
節
ぜ
り
守
へ
た
弊
働
黛
D
反
弊
働
者
的
政
策

短
系
は
と
う
し
て
生
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
己
て
は
共
通
白
田
標
の
前
に
第
働
煮
の
政
府
は
濁
占
資
本
の
利
徒
に
奉
仕
し
、
協
調
的
な
第

働
関
係
を
保
詮
し
、
も
り
上
る
大
衆
行
動
を
抑
え
つ
け
る
こ
と
に
杢
努
力
を
怖
い
、
そ
し
て
盆
主
ア
メ
リ
カ
に
屈
服
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
そ
D
政
綱
は
完
全
に
引
歪
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
か
く
し
て
園
有
化
政
策
は
前
節
K
み
た
よ
う
に
全
〈
退
化
し

た
も
の
に
左
り
下
っ
た
。
し
か
も
こ
の
こ
と
自
髄
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
図
有
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
髄
に
内
在
す
る
限
界
性
1
1
1

こ
の
場
合
ナ
イ
て
は
資
本
の
利
盆
と
い
う
限
度
を
越
え
え
た
い
ー
ー
に
上
っ
て
園
有
化
の
数
果
は
全
く
か
空
袖
付
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

り
で
あ
る
。
園
有
産
業
の
内
部
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。

F
・
ハ
タ
ス
エ
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
に
己
の
プ
ル
d

ョ
ア
的
図
有
化
白
要
請

ウ
ヲ

I
キ
ン
グ
イ
ヲ
ク
ヨ
ベ
ベ
シ
セ
ズ

は
遁
常
心
逗
特
経
費
心
み
な
ら
ず
補
償
や
資
本
り
稜
展
の
目
的
て
ψ

な
さ
れ
た
借
入
金
利
子
の
支
錦
に
み
あ
う
十
分
な
収
入
を
生

産
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
己
白
ょ
う
た
補
償
た
ど
む
存
在
が
困
有
企
業
心
投
資
徐
カ
を
相
営
制
約
し
て
い
る
と
と
は
明

か
で
あ
ふ
vo

更
に
こ
白
期
と
並
ん
で
園
有
化
の
範
固
で
あ
る
が
、
か
か
る
園
有
化
ゼ
は
枇
舎
土
義
法
則
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ず
危
機
に

努
倒
識
の
政
策
閥
系
に
つ
い
て

第
七
十
王
巻

九
互L

第

盟



持
働
葉
白
政
策
閥
系
陀
う
い
て

第
七
十
五
巻

一
九
六

事

銃

ノ、
四

治
か
れ
た
溺
占
資
本
が
追
求
す
る
最
大
限
利
潤
の
法
則
に
従
属
し
て
現
買
に
は
決
ま
っ
て
く
る
。
こ
こ
か

b
石
山
収
業
は
今
品
開
固
有
化
に

残
さ
れ
て
い
る
の
に
勤
し
餓
鋼
業
は
解
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
む
よ
う
た
揚
合
イ
ト
Y

E

E
う
如
〈
「
現
在
白
闘
有
産
業
は
現
在

全
部
に
わ
た
フ
て
行
わ
れ
ヲ
つ
あ
る
投
資
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
白
投
資
を
引
受
け
る
こ
と
は
で
き
た
い
で
あ
ろ
う
。
」

故
に
景
集
に
封
す

る
こ
の
よ
う
た
園
有
化
白
致
呆
は
全
く
ゼ
ロ
で
あ
る
。

モ
己
て
質
際
上
最
も
あ
り
件
ベ
き
種
類
の
公
共
支
出
は
祉
曾
サ
ー
ビ
ス
計
重
た
ど
え
白
園
出
家
に
よ
る
直
接
支
出
ゼ
あ
ろ
う
が
、
衆
知

白
如
く
「
資
本
家
陪
級
は
、
全
力
士
傾
け
て
も
一
世
脅
す
l
ず
f
ス
白
大
規
模
な
蹟
張
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
ぜ
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、

資
際
上
、
濁
占
資
本
家
た
ち
が
執
肋
に
妨
害
し
な
い
で
あ
ろ
う
よ
う
た
、
き
わ
め
て
大
規
模
な
唯
一
の
公
共
支
出
の
型
は
軍
備
支
出
て

あ
る
ザ
前
に
み
た
如
〈
第
働
黛
が
戦
後
賞
際
に
行
っ
て
き
た
景
気
政
策
は
こ
の
一
賄
に
か
け

b
れ
て
い
た
。
改
良
主
義
の
訟
は
必
然

的
に
肌
戦
争
心
途
に
績
い
亡
い
る
。

し
か
も
彼
b
の
「
枇
曾
主
義
」
政
策
、
間
有
化
は
と
の
鞍
争
へ
白
途
に
亨
賃
上
白
貢
献
を
果
し
つ
つ
も
伯
、
こ
の
よ
う
た
帝
園
主
義

的
政
策

1
鞍
手
政
策
心
追
求
白
川
闘
が
己
の
漸
進
主
義
的
な
園
有
化
を
ず
ら
去
勢
し
排
除
す
る
よ
う
に
反
作
用
し
て
い
る
白
て
あ
る
。

、

軍
事
政
策
の
追
求
は
潤
出
資
本
に
渓
大
な
利
潤
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
銭
銅
図
有
佑
は
己
の
面
か
ら
蹴
れ
去
っ
た
白
ゼ
あ
る
。
-
一
、

か
か
る
政
策
方
向
に
お
け
る
謝
米
従
属
は
ス

+
1
3
l
の
云
う
如
〈
決
定
的
た
制
約
て
あ
る
。
三
、
か
か
る
政
策
白
必
仲
間
的
結
果
た
る

F
ル
輸
出
や
軍
事
的
需
要
は
閣
有
化
産
業
を
色
め
を
産
業
か
ら
基
礎
資
材
・
資
本
財
を
奪
い
去
り
、
こ
の
た
め
園
有
産
業
ず
ら
投
資
活

動
の
制
約

L
生
産
減
誌
が
惹
起
さ
れ
た
の
前
に
一
一
百
し
た
如
く
政
府
は
五

O
年
に
右
茨
開
設
一
五
ク
年
計
童
五
二

O
百
高
跨
支
出
土
決

定
資
施
し
た
が
己
れ
に
よ
れ
ば
五

O
年
心
計
置
支
出
額
一
一

=υ
百
高
勝
、
五
一
乃
至
五
五
年
に
長
高
頂
に
達
す
る
筈
白
所
へ
五

O
年

J

買
額

二
回
・
五
百
高
務
、
王
一
年
二
六
E

五
百
高
践
に
す
ぎ
ず
四
九
年
の
二
七
百
高
跨
よ
り
逆
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
た



形
て
ヌ
ル
ジ
ョ
ア
的
固
有
化
の
内
的
矛
盾
が
表
出
さ
れ
て
き
て
W
る
り
で
あ
る
。

濁
占
資
本
の
基
礎
に
何

b
手
主
飼
れ
ず
彼

b
の
政
策
に
追
随
す
る
と
こ
ろ
に
佐
倉
主
義
法
則
の
働
く
徐
地
は
な
く
、
閣
有
化
も
園
家

資
本
主
義
心
一
珠
と
し
て
最
大
限
利
潤
の
法
則
に
支
配
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

ωMM目∞
毛
自
N

羽田。
Q
P
E
g
-
H
C
品
。
・
匂
℃
串
l
l
四
回
邦
露
大
O

大
ニ
頁
。

間

明

白

E
E
・
目
見
B
E一回日時
H
O
P
E
F己
v
。
長
足
。
ロ
F
f
m
o
t
-
忌
日
記
た
と
え
ば
竜
鉱
産
業
で
は
三
豆
大
・
四
百
時
の
枚
入
町
内
運
輔
経
費
を

F
V

た
時
間
り
六
五
・
九
百
障
が
補
償
・
利
子
・
減
倒
償
却
・
租
杭
・
耐
償
基
金
に
あ
て
ら
れ
、
そ
の
内
約

i
o
%が
柿
償
等
に
苛
っ
て
い
る
。

同

州

同

回

以

内

B
U
F
2
p
m
p
H
E仲
間
。
官
官
邦
謹
一
八
六

l
t頁。

ω
-
E
E
L
r
E
邦
課
一
八
六

l
七
頁
。

m
w
紐
帯
、
海
外
相
湾
月
朝
、
=
七
年
七
・
八
且
合
併
時
四
、
一
二
O
頁。

と
こ
ろ
が
吾
々
が
勢
働
菓
白
「
一
位
曾
主
義
」
を
以
っ
て
濁
占
資
本
山
歩
み
に
温
随
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
の
共
と
な
り
果
て
た
と
み

て
い
る
の
に
封
し
て
、
現
貨
が
世
曾
主
義
へ
の
一
階
程
て
あ
る
か
の
如
く
理
論
化
ず
る
こ
と
に
上
り
到
資
白
圏
家
樹
占
資
本
主
義
を
王

営
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
て
治
り
、
前
出
の
新
7

4

ピ
7
ン
論
集
に
-
お
い
て
そ
山
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
己
白
中
て
ク
ロ

ア
ル

1
=
7
q
天
下
タ
サ
ヱ
テ
イ

ス
ヲ
ン

F
は
職
後
イ
ギ

H
ス
白
現
欣
を
印
宮
晋
E
と
稀
し
複
合
世
脅
と
規
定
し
つ
つ
、
こ
れ
を
世
曾
護
展
の
一
段
階
と
し
て
資

本
主
義
と
枇
曾
主
義

ω中
間
に
位
置
づ
け
、
そ
り
最
大
の
特
徴
主
自
由
放
任
か

b
園
家
統
制
へ
臼
愛
移
に
お
い
て
お
り
、
従
来
白
費
本

一
、
個
人
財
産
擦
が
棒
カ
の
主
要
な
基
礎
で
な
く
な
っ

τ
H
る
、
二
、
所
有
と
経
営
の
分
隊
に

主
義
と
こ
と
な
る
貼
を
八
つ
あ
げ
る
。

よ
り
新
し
い
経
楼
者
が
生
ま
れ
園
家
に
協
力
的
で
あ
る
こ
と
が
漸
進
的
改
革
を
可
能
に
し
て
い
る
、
三
、
圏
家
権
カ
回
増
大
、
四
、
世

舎
十

l
ピ
ス
の
撹
大
、
五
、
完
全
雇
怖
心
達
成
、
六
、
生
産
と
生
活
水
準

ω向
上
、
七
、
新
中
間
階
級
の
登
場
と
階
級
構
成
の
多
様
化
、

八
、
個
人
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
絡
娘
。
し
か
し
乙
れ
が
吐
曾
主
義
と
医
別
さ
れ
る
の
は
コ
ー
ル
に
従
ワ
て
一
世
曾
主
義
が
「
階
級
な

問
問
働
誕
の
政
策
瞳
系
に
つ
い
て

第
七
十
有
巻

九
七

第
三
按

/、
五



且
百
働
第
四
政
策
櫨
系
に
ヲ
い
て

第
七
十
五
巻

ブu
戸、

第
三
蹴

ハ六

「
平
等
」
の
一
世
曾
で
あ
る
か
ら
と
一
E

H
、
そ
し
亡
努
働
者
が
経
営
参
加
か
ら
も
所
有
様
か

b
も
閉
め
だ
さ
れ
て
い
る
如
き
産
業
民

主
々
義
の
不
徹
底
の
解
消
に
と
の
一
位
曾
主
義
へ
り
主
要
な
方
向
を
見
出
し
亡

b
u、
こ
の
よ
う
な
産
業
民
主
々
義
の
如
き
未
解
決
た
問

き
'-

題
が
現
在
白
園
有
化
農
業
に
残
さ
れ
亡
い
る
と
君
、
園
有
化
の
大
規
模
た
損
張
が
急
速
友
解
決
を
資
す
と
主
張
す
る
こ
と
は
馬
鹿
げ
て

い

る

と

云

フ

て

い

る

白

で

あ

る

。

，

し
か
し
こ
臼
場
合
祉
曾
主
義
が
私
酌
占
有
の
駿
止
で
な
〈
て
「
階
級
た
さ
批
曾
」
で
あ
る
と
い
う
如
〈
問
題
が
だ
さ
れ
、
叉
固
有
化

り
搬
大
の
問
題
が
結
局
弊
働
者
の
経
時
参
加
白
問
題
|
|
己
の
こ
と
自
陣
営
面
す
る
重
大
な
問
題
た
る
こ
と
に
異
議
は
た
い
が

1
1に

F
り
一
代
え

b
れ
て
い
る
白
で
あ
っ
て
、
か
く
す
る
こ
と
に
於

τ彼
は
極
力
私
的
占
有
心
殴
止
か

b
人
の
限
を
そ

b
せ
よ
う
と
し
て
い
る

己
の
よ
う
た
彼
の
認
識

1
l貨
は
期
待
ー
ー
が
問
遮
っ
て
い
る
と
と
は
先
述
し
た
戦
後
の
現
資
過
程
を
少
し
で
も

勢
働
者
の
限
て
み
よ
う
と
し
き
え
す
れ
ば
直
ち
に
明
か
に
な
る
。
モ
己
に
あ
る
の
は
産
業
民
主
々
義
白
不
徹
底
に
よ
る
祉
品
目
主
義
の
不

成
熟
て
は
な
く
、
軍
事
政
策
追
求
に
も
と
ず
く
祉
合
主
義
的
諸
政
策
白
無
力
化
て
あ
り
、
社
合
佑
が
軍
事
的
経
済
計
萱
の
道
具
と
化
し

た
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
帝
圏
主
義
白
塗
を
迫
い
ア
メ
リ
カ
白
軍
事
政
策
に
温
随
す
る
限
り
不
可
避
ゼ
あ
り
、

の
が
問
題
て
あ
る
。

己
れ
あ
る
庭

常
に
か
か
る
デ
て
コ
ギ
ー
は
再
生
産
さ
れ
る
の
て
あ
る
。
戦
後
枇
曾
主
義
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
五
一
年
フ
ラ

Y
タ
フ
ル
ト
宣
言
は

己
の
方
向
士
代
表
す
る
も
心
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
ド
イ
V
亡
再
開
さ
れ
た
祉
曾
化
論
品
す
に
も
明
か
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
線
D

上
に
戦
後
菅
闘
ゼ
行
わ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
園
餓
初
め
闘
有
企
業
の
再
組
織
h
T
電
源
開
護
株
式
舎
祉
、
農
業
開
設
会
社
D
計
霊
と
い
っ

た
凡
モ
世
曾
主
義
の
一
か
け
ら
も
な

w
一
位
合
化
が
従
属
経
済
白
道
具
と
し
て
現
れ
て
き
て
い
る
意
義
を
把
握
す
る
己
と
が
ぞ
き
る
。
イ

手
百
ス
の
場
合
も
た
と
え
一
際
社
合
主
義
心
ベ
ー
ル
を
被
ろ
う
と
も
そ
の
園
有
化
が
潤
占
資
本
心
基
礎
に
何
ら
手
を
偶
れ
な
い
限
り
、

本
質
的
に
は
吾
閣
の
こ
れ
等
と
何
ら
選
ぶ
と
乙
ろ
は
な
い
て
あ
ろ
う
。



以
上
持
働
黛
の
政
策
理
論
を
モ
の
現
質
的
政
策
障
と
系
と
共
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
戟
後
勢
働
時
誕
の
祉
舎
主
義
の
理
論
的
性

格
を
明
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
左
視
角
か
ら
し
て
始
め
て
現
段
階
に
於
る
粧
台
化
白
営
面
す
る
問
題
を
明
か

に
す
る
こ
と
も
て
き
る
と
考
え
る
。

(7) (6) 

Z
E
F
C
E
M
F
Z下
邦
諜
世
官
位
車
の
新
構
想
的
向
、
ク
ロ
ス
ラ
シ
ド
「
資
本
主
義
か

b
の
移
行
」
を
み
よ

者
旦
巳

mop(出
5
5間
)
5
5
5
5
m
B
E
E
P
-
B
P
E
E
-
2
4豆
島
昼
間
。
一
号
自
問
・

5
0
u
当・

(
本
稿
は
二
九
年
度
文
部
省
科
卒
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
)

出
目
働
誕
の
政
策
閥
系
に
つ
い
て

第
七
十
五
巷

プL
プL

章容

量先、

ハ
七


